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一
．
は
じ
め
に

老
稼
斎
・
金
昌
業
（
一
六
五
八
〜
一
七
二
二
）
は
、
一
六
三
六
年
清
朝
の
朝
鮮
侵
攻

（
丙
子
胡
乱
）の
際
、瀋
陽
に
人
質
と
し
て
連
行
さ
れ
た
金
尚
憲（
一
五
七
○
〜
一
六
五
二
）

の
曽
孫
で
、
朝
鮮
王
朝
後
期
の
名
門
巨
族
で
あ
る
安
東
金
氏
の
一
員
と
し
て
生
ま
れ

た
。
彼
は
、一
七
一
二
年
清
朝
の
第
四
代
皇
帝
の
康
熙
帝
（
位
一
六
六
一
〜
一
七
二
二
）

が
治
め
て
い
た
一
七
一
二
（
粛
宗
三
八
）
年
、冬
至
使
兼
謝
恩
使
行
の
正
使
の
金
昌
集

（
一
六
四
八
〜
一
七
二
二
）
の
打
角
（
＝
自
辟
軍
官
＝
子
弟
軍
官
）
と
し
て
清
朝
を
訪
れ
、

『
稼
斎
燕
行
録①
』
と
い
う
使
行
録
を
残
し
た
。『
稼
斎
燕
行
録
』
は
、
豊
富
な
内
容
や

記
録
に
よ
り
、
一
般
的
に
朝
鮮
王
朝
後
期
の
四
大
『
燕
行
録
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

朝
鮮
王
朝
後
期
の
四
大
『
燕
行
録
』
と
は
、
金
昌
業
の
『
稼
斎
燕
行
録
』、
洪
大
容

（
一
七
三
一
〜
一
七
八
三
）
の
『
湛
軒
燕
記
』・『
燕
行
雑
記
』（
英
祖
四
一
年
、
一
七
六
五

年
）、 

朴
趾
源
（
一
七
三
七
〜
一
八
○
五
）
の
『
熱
河
日
記
』（
正
祖
四
年
、一
七
八
○
年
）、

金
景
善
（
一
七
八
八
〜
一
八
五
三
）
の
『
燕
軒
直
指
』（
純
祖
三
二
年
、
一
八
三
二
年②
）
を

い
う③
。
こ
う
し
た
『
燕
行
録
』
の
中
、
洪
大
容
・
朴
趾
源
な
ど
「
北
学
派
」
の
使
行

録
は
「
実
学
研
究
」
と
連
動
し
、膨
大
な
研
究
成
果
を
残
し
て
い
る
一
方
、四
大
『
燕

行
録
』
の
中
、
最
も
早
い
時
期
に
記
録
さ
れ
、
そ
の
後
の
『
燕
行
録
』
の
記
録
に
大

き
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
金
昌
業
の
『
稼
斎
燕
行
録
』
に
対
す
る
研
究
は
相
対
的
に
乏

し
い
。

金
昌
業
の
『
稼
斎
燕
行
録
』
に
対
す
る
従
来
の
研
究
は
大
き
く
、
金
昌
業
の
中
国

認
識
、
つ
ま
り
「
対
清
認
識
」
に
関
す
る
研
究
、『
稼
斎
燕
行
録
』
の
文
学
的
特
徴
に

対
す
る
研
究
、
そ
し
て 

金
昌
業
の
『
稼
斎
燕
行
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
清
朝
の
文
化

に
関
し
て
分
析
し
た
研
究
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
中
、
金
昌
業
の

対
清
認
識
に
関
す
る
研
究
は
、「
金
昌
業
、
洪
大
容
、
朴
趾
源
の
中
国
認
識
の
比
較④
」、

金
昌
業
の「
明
清
交
替
期
の
戦
争
現
場
に
対
す
る
記
録⑤
」、「
清
朝
の
都
・
北
京
見
聞⑥
」、

「
清
朝
文
士
と
の
交
流⑦
」、「
清
朝
皇
帝
の
康
熙
帝
観⑧
」、「
清
朝
の
中
国
統
治
に
対
す
る

認
識⑨
」
な
ど
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
金
昌
業
の
対
清
認
識
に
対
す
る
研
究

は
金
昌
業
の
「
清
朝
に
対
す
る
優
越
認
識
」
を
分
析
し
た
研
究
が
多
く
、
金
昌
業
の

対
清
観
が
「
朝
鮮
中
華
主
義
」
か
ら
脱
殻
で
き
な
か
っ
た
限
界
を
持
つ
と
指
摘
さ
れ
、

こ
う
し
た
分
析
は
一
八
世
紀
に
登
場
す
る「
北
学
論
」へ
の
肯
定
的
評
価
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
金
昌
業
の
『
稼
斎
燕
行
録
』
に
は
「
朝
鮮
中
華
主
義
」
に
関
す

る
記
録
、
特
に
清
朝
の
弁
髪
や
胡
服
に
対
し
、
朝
鮮
の
衣
冠
文
物
へ
の
プ
ラ
イ
ド
の

表
現
が
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
金
昌
業
の
対

清
観
を
見
る
と
「
朝
鮮
中
華
主
義
」
的
な
認
識
は
あ
る
も
の
の
、
清
朝
の
文
化
や
礼

楽
文
物
に
対
し
高
い
評
価
を
下
す
、
い
わ
ゆ
る
「
北
学
論
」
の
萌
芽
的
な
も
の
も
示

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
金
昌
業
の
対
清
使
行
の
記
録
で
あ
る
『
稼
斎
燕
行

録
』
を
テ
キ
ス
ト
に
「
朝
鮮
中
華
主
義
」
や
「
北
学
論
」
の
登
場
を
予
告
す
る
金
昌

業
の
対
清
認
識
を
調
べ
て
い
こ
う
と
考
え
る
。

一
八
世
紀
朝
鮮
知
識
人
の
清
朝
認
識

―
金
昌
業
の
思
想
を
中
心
に

―

李　
　
　

豪　

潤



九
一

一
八
世
紀
朝
鮮
知
識
人
の
清
朝
認
識

399

二
．
金
昌
業
と
『
稼
斎
燕
行
録
』

金
昌
業
は
字
は
大
有
、
号
は
稼
斎
ま
た
は
老
稼
斎
、
本
貫
は
安
東
で
、
一
六
三
六

年
の
清
朝
・
太
宗
の
朝
鮮
侵
攻
（
丙
子
胡
乱
）
の
際
、決
死
抗
戦
を
主
張
し
た
代
表
的

な
強
硬
派
（
＝
斥
和
派
）
で
、終
戦
後
清
朝
の
瀋
陽
に
人
質
と
し
て
連
行
さ
れ
た
金
尚

憲
が
彼
の
曽
祖
父
で
、
朝
鮮
王
朝
後
期
の
名
門
巨
族
で
あ
る
安
東
金
氏
の
一
員
と
し

て
生
ま
れ
た⑩
。金
昌
業
が
参
加
し
た
一
七
一
二
年
の
冬
至
使
兼
謝
恩
使
行
は
、正
使
・

金
昌
集
、
副
使
・
尹
趾
仁
、
書
状
官
・
盧
世
夏
な
ど
の
三
使
が
使
行
団
を
率
い
る

五
四
一
人
の
大
規
模
の
使
行
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
使
行
に
動
員
さ
れ
た
馬
匹
は

四
三
五
頭
で
、
こ
れ
も
ま
た
先
例
の
な
い
大
き
な
規
模
で
、
平
常
の
対
清
使
節
団
が

使
行
団
約
二
五
○
人
、
馬
匹
約
二
○
○
頭
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と⑪
、
通
常
の
規
模

よ
り
約
二
倍
の
規
模
の
使
行
と
い
え
る
。
同
じ
時
期
の
朝
鮮
王
朝
か
ら
徳
川
日
本
に

派
遣
さ
れ
た
一
七
一
一
年
の
通
信
使
や
、
琉
球
王
国
か
ら
江
戸
幕
府
に
派
遣
さ
れ
た

一
七
一
○
年
の
琉
球
使
の
規
模
も
史
上
最
大
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
大
規
模
の

使
行
団
の
派
遣
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
共
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
三
藩
の
乱

の
鎮
圧
（
一
六
八
一
）
お
よ
び
台
湾
の
鄭
氏
の
帰
府
（
一
六
八
三
）
に
よ
る
一
六
八
四

年
の
清
朝
の
展
界
令
と
、こ
れ
に
よ
る
交
易
の
増
加
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
清
朝
の
展
界
令
以
後
、
長
崎
に
お
け
る
対
中
国
の
貿
易
は
急
増
し
、
徳
川

幕
府
が
金
・
銀
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
貿
易
制
限
策
を
施
行
し
た
こ
と
も
あ
る⑫
。

金
昌
業
は
、
朝
鮮
王
朝
第
二
○
代
国
王
の
景
宗
（
位
一
七
二
○
〜
一
七
二
四
）
の
際
、

朝
鮮
王
朝
の
最
高
官
職
で
あ
る
領
議
政
の
老
論
派
の
領
首
で
あ
り
、
一
七
一
二
年
の

使
行
正
使
だ
っ
た
金
昌
集
の
子
弟
軍
官
と
し
て
対
清
使
行
団
に
参
加
し
た
。
子
弟
軍

官
と
は
、
使
行
団
の
有
力
者
の
親
戚
の
中
で
、
私
費
参
加
の
人
を
指
す
こ
と
で
、
北

学
派
の
洪
大
容
、
朴
趾
源
も
子
弟
軍
官
と
し
て
対
清
使
行
に
参
加
し
、
清
朝
の
新
文

物
を
体
験
し
て
北
学
論
を
唱
え
た
。
朝
鮮
王
朝
後
期
の
四
大
『
燕
行
録
』
の
著
者
の

中
、
金
昌
業
、
洪
大
容
、
朴
趾
源
な
ど
三
人
が
子
弟
軍
官
と
し
て
使
行
に
参
加
し
た

こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
中
、
洪
大
容
の
記
録
は
、
書
状
官
の
叔
父
と
同
行
し
な

が
ら
著
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
金
昌
業
、
朴
趾
源
の
『
燕
行
録
』
は
、
公
式
的
な
仕

事
と
関
係
な
く
自
由
参
加
だ
っ
た
た
め
、
現
存
す
る
『
燕
行
録
』
の
中
で
、
も
っ
と

も
豊
富
か
つ
多
様
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。

金
昌
業
が
一
七
一
二
年
の
対
清
使
行
団
に
子
弟
軍
官
と
し
て
参
加
で
き
た
経
緯
に

つ
い
て
は
『
稼
斎
燕
行
録
』「
往
来
総
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
往
来
総
録
」
に
よ

る
と
、
兄
の
金
昌
集
が
冬
至
使
兼
謝
恩
使
と
し
て
任
命
さ
れ
た
が
、
金
昌
集
が
重
病

か
ら
治
っ
た
直
後
で
あ
り
、
随
行
員
が
要
る
と
い
う
わ
け
で
、
金
昌
業
が
使
行
団
に

合
流
で
き
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る⑬
。

『
稼
斎
燕
行
録
』
は
全
六
巻
構
成
で
、
一
七
一
二
年
一
一
月
三
日
、
漢
城
を
出
発

し
、
二
六
日
鴨
緑
江
を
渡
江
、
一
二
月
二
七
日
、
北
京
に
着
き
、
北
京
で
四
六
日
間

滞
在
し
、
一
七
一
三
年
二
月
一
五
日
北
京
を
出
発
し
、
三
月
一
三
日
鴨
緑
江
を
渡
り
、

三
月
三
○
日
漢
城
に
着
く
ま
で
の
旅
程
を
記
録
し
た
。
各
巻
別
の
内
容
を
み
る
と
、

巻
一
は
一
七
一
二
年
一
一
月
三
日
漢
城
を
出
発
し
、
同
年
一
二
月
一
五
日
、
遼
東
の

寧
遠
衛
に
着
く
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
巻
二
は
同
年
一
二
月
一
六
日
、
寧
遠
衛
を
発

ち
、
一
二
月
二
九
日
北
京
に
着
く
ま
で
の
記
録
で
あ
る
が
、
一
二
月
三
○
日
ま
で
記

録
さ
れ
て
い
る
。
巻
三
は
一
七
一
三
年
正
月
一
日
の
清
朝
皇
帝
に
対
す
る
新
年
朝
賀

を
は
じ
め
、
一
月
三
○
日
ま
で
の
記
録
で
、
北
京
に
お
け
る
遊
覧
を
記
し
、
巻
四
は

一
七
一
三
年
二
月
一
日
か
ら
二
月
一
四
日
の
北
京
を
発
つ
直
前
ま
で
の
記
録
で
、
巻

五
は
一
七
一
三
年
二
月
一
五
日
か
ら
二
月
二
九
日
ま
で
の
記
録
で
あ
り
、
北
京
を
出

発
し
朝
鮮
に
帰
る
途
中
、
医
巫
閭
山
を
遊
覧
し
た
記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
巻

六
は
一
七
一
三
年
二
月
一
六
日
医
巫
閭
山
の
遊
覧
と
千
山
見
物
を
終
え
、
一
行
と
合

流
し
、
義
州
を
経
由
し
漢
城
に
着
く
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
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三
．
一
八
世
紀
朝
鮮
に
お
け
る
「
北
学
論
」・「
朝
鮮
中
華
主
義
」

「
北
学
」
と
は
「
北
方
の
学
問
を
学
ぶ
」
と
い
う
意
味
で
『
孟
子
』
の
記
さ
れ
て
い

る
楚
国
出
身
の
陳
良
が
、
楚
国
の
北
方
の
周
公
・
孔
子
の
学
問
を
喜
ん
で
学
ん
だ
こ

と
か
ら
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る⑭
。
古
代
に
お
い
て
文
化
が
相
対
的
に
遅
れ
て
い
た
楚

国
が
北
側
の
先
進
学
問
を
学
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
、
朝
鮮
王
朝
が
清
朝
の
先
進
的
学

問
を
学
ぶ
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
と
い
え
る
。
朴
趾
源
、
朴
齊
家
（
一
七
五
○
〜
一
八

○
五
）、
洪
大
容
な
ど
の
代
表
的
な
北
学
者
は
、
対
清
使
行
を
経
験
し
た
人
物
で
、
満

州
族
の
清
朝
が
た
と
え
朝
鮮
王
朝
が
夷
狄
視
し
て
い
た
北
方
異
民
族
王
朝
で
あ
っ
た

が
、
清
朝
の
施
す
制
度
や
文
物
は
「
中
華
」
に
相
応
し
く
、
こ
う
し
た
先
進
的
な
清

朝
の
文
物
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
考
え
た
。

洪
大
容
は
、
叔
父
の
洪
檍
が
一
七
六
五
年
燕
行
使
書
状
官
と
し
て
燕
京
に
行
っ
た

際
、
子
弟
軍
官
の
資
格
で
使
行
に
参
加
し
、
清
朝
の
名
儒
の
陸
飛
、
厳
誠
、
潘
庭
筠

な
ど
と
交
友
し
、
特
に
清
朝
の
天
文
台
で
あ
る
欽
天
監
を
訪
問
し
西
洋
宣
教
師
の
劉

松
齡
（A

u
gu

stin
u

s von
 H

alberstein

）
や
鮑
友
管
（A

n
ton

iu
s G

ogeisl

）
と
出
会

い
、
天
文
暦
法
に
対
し
て
議
論
し
た
。

朴
齊
家
は
庶
子
出
身
で
、
朴
趾
源
・
洪
大
容
と
交
友
し
、
一
七
七
八
年
陳
奏
使
の

蔡
濟
恭
の
別
賚
官
と
し
て
、
李
徳
懋
と
と
も
に
清
朝
に
行
き
、
清
朝
の
李
調
元
・
潘

庭
筠
な
ど
と
交
友
し
、
燕
京
の
新
文
物
に
接
し
た
。
そ
し
て
、
一
七
九
○
年
に
は
進

賀
使
や
冬
至
使
行
に
参
加
し
、一
八
○
一
年
に
も
謝
恩
使
と
し
て
燕
京
に
行
く
な
ど
、

四
回
の
対
清
使
行
に
参
加
し
、
清
朝
の
新
文
物
を
経
験
し
た
。

そ
し
て
『
熱
河
日
記
』
を
残
し
、
北
学
派
の
代
表
す
る
人
物
と
し
て
有
名
な
朴
趾

源
は
、
一
七
八
○
年
進
賀
使
行
に
参
加
し
燕
京
に
行
き
、
そ
の
後
「
利
用
厚
生
」
の

学
問
を
目
指
し⑮
、「
北
学
議
序
」
に
お
い
て
、
朝
鮮
王
朝
の
知
識
人
が
清
朝
を
夷
狄
視

す
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
彼
は
、
朝
鮮
の
知
識
人
が
清
朝
を
北
方
異
民
族
の
王
朝
と

い
う
理
由
で
清
朝
の
文
物
を
無
視
す
る
こ
と
は
結
局
「
中
国
の
良
法
・
制
度
」
を
も

無
視
す
る
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
朴
趾
源
は
、
中
国
の
良
法
・
制
度
と

は
夏
・
殷
・
周
の
三
代
以
来
の
礼
楽
文
物
の
継
承
で
あ
り
、
清
朝
は
漢
民
族
の
王
朝

で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
礼
学
文
物
を
継
承
し
て
お
り
、
従
っ
て
清
朝
の
文
物
は
中

華
文
物
で
あ
る
と
考
え
た
。
な
お
、
清
朝
の
文
化
は
弁
髪
や
胡
服
の
満
州
族
の
文
化

で
は
あ
る
が
、
中
華
と
夷
狄
を
区
分
す
る
基
準
と
は
、
衣
冠
で
は
な
く
先
進
文
物
や

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
考
え
た⑯
。
こ
の
よ
う
な
清
朝
の
文
物
を
直
接
体
験
し
、
そ
の
文

物
の
受
け
入
れ
を
主
張
し
た
北
学
派
の
活
動
時
期
は
、
北
学
思
想
と
は
対
極
点
に

立
っ
て
い
る
「
朝
鮮
中
華
主
義
」
が
全
盛
を
極
め
て
い
た
一
八
世
紀
で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
中
華
主
義
の
理
論
的
根
拠
は
、
朱
子
学
的
名
分
論
で
あ
る
華
夷

論
で
あ
り
、
儒
教
文
化
を
持
つ
存
在
が
中
華
、
そ
う
で
は
な
い
存
在
を
夷
狄
と
し
て

分
類
す
る
世
界
観
で
あ
る⑰
。
そ
し
て
朝
鮮
中
華
主
義
と
は
、
一
七
世
紀
の
明
清
王
朝

交
替
に
よ
り
、
中
華
で
あ
る
明
朝
が
滅
び
、
夷
狄
の
清
朝
が
中
国
を
支
配
す
る
こ
と

に
な
り
、
朝
鮮
の
み
礼
学
文
物
の
国
で
あ
り
、
中
華
王
朝
の
正
当
性
を
大
報
壇
の
祭

祀
を
通
じ
て
継
承
し
て
い
る
と
自
負
し
、
さ
ら
に
歴
史
考
証
を
通
じ
て
中
国
の
三
代

と
同
じ
時
期
に
朝
鮮
に
も
礼
学
文
物
が
存
在
し
て
い
た
と
主
張
す
る
安
鼎
福
も
、
こ

の
時
期
に
登
場
し
た
。す
な
わ
ち
、儒
教
文
化
に
お
い
て
理
想
社
会
と
み
る
夏
・
殷
・

周
の
三
代
の
儒
教
の
根
本
と
な
る
洪
範
九
畴
を
武
王
が
箕
子
か
ら
学
び
、
結
局
儒
教

文
化
の
起
源
は
堯
・
舜
の
後
、
箕
子
が
継
承
し
、
箕
子
が
東
夷
に
お
い
て
建
国
し
た

国
が
箕
子
朝
鮮
で
あ
る
た
め
、
明
朝
の
滅
亡
し
た
時
点
に
お
い
て
朝
鮮
だ
け
が
中
華

の
国
で
あ
る
と
い
う
論
理
で
あ
ろ
う⑱
。
朴
趾
源
は
こ
う
し
た
礼
学
文
物
に
基
づ
き
朝

鮮
中
華
主
義
を
唱
え
た
朝
鮮
の
儒
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彼
誠
薙
髪
左
袵
。
然
其
所
拠
之
地
。
豈
非
三
代
以
来
漢
唐
宋
明
之
凾
夏
乎
。
其

生
乎
此
土
之
中
者
。
豈
非
三
代
以
来
漢
唐
宋
明
之
遺
黎
乎
。
苟
使
法
良
而
制
美
。

則
固
将
進
夷
狄
而
師
之
。
况
其
規
模
之
広
大
。
心
法
之
精
微
。
制
作
之
宏
遠
。

文
章
之
煥
爀
。
猶
存
三
代
以
来
漢
唐
宋
明
固
有
之
故
常
哉⑲
。
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朴
趾
源
は
、
清
朝
の
衣
冠
や
風
習
が
た
と
え
弁
髪
や
胡
服
で
あ
っ
て
も
、
清
朝
の

領
域
は
夏
・
殷
・
周
・
漢
・
唐
・
宋
・
明
が
起
こ
っ
た
中
華
の
地
で
あ
り
、
こ
う
し

た
中
華
王
朝
の
伝
統
や
制
度
を
清
朝
が
継
承
し
て
い
る
た
め
清
朝
を
夷
狄
視
し
て
は

い
け
ず
、

以
我
較
彼
固
無
寸
長
。
而
独
以
一
撮
之
結
。
自
賢
於
天
下
曰
。
今
之
中
国
。
非

古
之
中
国
也
。
其
山
川
則
罪
之
以
腥
羶
。
其
人
民
則
辱
之
以
犬
羊
。
其
言
語
則

誣
之
以
侏
離
。

与
其
中
国
固
有
之
良
法
美
制
而
攘
斥
之
。
則
亦
将
何
所
倣
而

行
之
耶⑳
。

と
、
当
時
の
朝
鮮
の
儒
者
の
朝
鮮
の
礼
学
文
物
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
か
ら
の
清
夷
狄

論
に
対
し
、
批
判
的
な
目
線
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
が
清
朝
に
お
い
て
直
接

目
撃
し
た
先
進
文
物
を
朝
鮮
が
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

大
航
海
時
代
以
後
、
世
界
の
経
済
は
中
国
の
生
糸
、
絹
織
物
類
の
輸
出
や
そ
の
代

金
で
あ
る
銀
の
中
国
吸
収
と
い
う
構
図
で
展
開
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
中
国
は
租
税
制

度
を
銀
納
制
に
変
え
る
な
ど
、莫
大
な
貿
易
黒
字
を
挙
げ
て
い
た㉑
。
周
知
の
ご
と
く
、

産
業
革
命
に
成
功
し
、
世
界
規
模
で
植
民
地
を
経
営
し
た
大
英
帝
国
が
、
膨
大
な
対

清
貿
易
赤
字
を
ア
ヘ
ン
輸
出
を
も
っ
て
打
開
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、

当
時
の
朴
趾
源
ら
の
北
学
派
が
経
験
し
た
清
朝
の
文
物
は
、
礼
学
文
物
に
基
づ
い
た

朝
鮮
中
華
主
義
を
圧
倒
し
、
利
用
厚
生
論
、
科
学
技
術
論
、
農
業
発
展
論
、
海
外
通

商
論
な
ど
が
北
学
派
か
ら
主
張
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
北
学
派
の
思
想
形

成
に
は
、
燕
行
使
行
と
い
う
交
流
が
そ
の
根
底
に
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
交
流
の
蓄

積
に
よ
り
、
伝
統
的
な
朱
子
学
的
価
値
観
の
中
で
成
長
し
た
朝
鮮
の
儒
者
の
思
想
の

中
か
ら
北
学
論
が
浮
上
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
．
対
清
使
行
と
情
報
入
手

朝
鮮
王
朝
時
代
の
対
清
使
行
、即
ち
燕
行
使
行
の
回
数
は
、清
朝
の
入
関（
一
六
四
五

年
）
か
ら
甲
午
改
革
を
行
う
一
八
九
四
年
ま
で
六
一
二
回
に
至
る㉒
。
六
一
二
回
派
遣

さ
れ
た
対
清
使
節
団
は
、
一
般
的
な
規
模
が
三
○
○
人
程
度
で
あ
り
、
時
に
は
五
○

○
人
を
上
回
る
規
模
の
使
節
団
も
存
在
し
た
。
そ
し
て
一
六
四
五
年
か
ら
一
八
九
四

年
ま
で
朝
鮮
王
朝
か
ら
清
朝
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
の
人
数
は
、
延
べ
二
○
万
人
以

上
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
使
節
団
の
構
成
員
を
見
る
と
、
儒
者
の
士
族
か

ら
訳
官
・
軍
官
・
医
官
・
士
卒
・
奴
婢
な
ど
上
層
身
分
か
ら
下
層
身
分
ま
で
の
多
様

な
人
が
参
加
し
た
。
使
行
団
に
参
加
し
た
人
ら
は
清
朝
と
の
交
易
、
情
報
入
手
、
文

化
交
流
、
書
籍
購
入
な
ど
多
様
な
交
流
を
行
い
、
中
国
か
ら
得
た
新
し
い
知
識
を
朝

鮮
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
朝
鮮
王
朝
後
期
対
日
本
使
行
が
定
例
化
し
日
本
の

徳
川
幕
府
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
で
あ
る
通
信
使
の
派
遣
回
数
が
一
二
回
に
過
ぎ
な

か
っ
た
が
そ
の
通
信
使
が
日
韓
両
国
に
残
し
た
膨
大
な
文
化
的
、
政
治
的
、
社
会
的

影
響
を
考
え
る
と
、
当
時
の
世
界
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
清
朝
に

派
遣
さ
れ
た
使
節
団
の
文
化
的
、
政
治
的
、
社
会
的
影
響
は
想
像
の
で
き
な
い
膨
大

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
二
月
二
四
日
金
昌
業
が
薊
州
に
留
ま
る
時
、
康
田
と
い
う
秀
才
が
「
清
朝
に
お

い
て
何
を
す
る
の
か
（
你
来
這
裡
何
幹
）」
と
金
昌
業
に
聞
い
た
際
、
金
昌
業
は
「
貴

国
の
人
と
風
物
を
見
る
（
看
貴
邦
人
物
）」
と
答
え
た㉓
。
こ
の
よ
う
に
、
金
昌
業
を
は

じ
め
と
す
る
朝
鮮
の
対
清
使
行
団
は
、
清
朝
と
の
多
様
な
交
流
を
通
じ
て
清
朝
に
対

す
る
情
報
を
入
手
し
た
。

金
昌
業
は
清
朝
の
風
習
や
文
化
を
「
山
川
風
俗
総
録
」
と
し
て
整
理
し
た
。
そ
の

初
の
記
録
は
、義
州
か
ら
鳳
城
ま
で
の
旅
程
の
記
録
で
あ
る
。「
山
川
風
俗
総
録
」
に

よ
る
と
、
金
昌
業
は
鴨
緑
江
の
渡
江
後
、
清
朝
の
領
内
の
鳳
城
ま
で
人
家
が
な
く
、

露
宿
し
た㉔
。
こ
う
し
た
金
昌
業
一
行
の
露
宿
は
、
満
州
族
の
発
祥
地
の
中
国
東
北
地
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方
に
対
す
る
清
朝
の
封
禁
政
策
の
た
め
で
あ
り
、
金
昌
業
の
使
行
の
み
な
ら
ず
、
他

の
対
清
使
行
団
の
記
録
を
見
て
も
、
冬
季
の
使
行
の
際
は
民
家
が
な
く
、
露
宿
を
し

て
苦
し
ん
だ
と
い
う
記
録
が
み
え
る㉕
。
対
清
使
行
の
路
宿
の
記
事
は
、
鴨
緑
江
の
渡

江
後
、
民
家
に
お
い
て
宿
食
が
解
決
で
き
た
対
明
使
行
と
対
比
さ
れ
る
点
で
、

一
五
七
四
年
の
対
明
使
行
に
参
加
し
た
荷
谷
・
許

（
一
五
五
一
〜
一
五
八
八㉖
）
の
対

明
使
行
録
の
『
荷
谷
朝
天
錄
』
に
も
渡
江
後
、
民
家
に
泊
ま
り
明
士
ら
と
学
問
論
争

を
行
っ
た
と
記
録
し
て
い
る㉗
。「
山
川
風
俗
総
録
」に
は
朝
鮮
か
ら
北
京
の
間
に
あ
る

山
の
名
称
や
特
徴
、
河
川
の
名
称
、
市
場
の
種
類
、
北
京
城
、
通
州
城
、
薊
州
城
、

錦
州
衛
城
、
山
海
関
城
、
瀋
陽
城
の
大
き
さ
や
特
徴
な
ど
、
清
朝
の
地
理
情
報
を
記

録
し
、こ
れ
と
共
に
気
候
に
対
す
る
記
録
も
興
味
深
い
。
金
昌
業
は
鴨
緑
江
を
渡
り
、

北
京
に
行
く
路
が
す
べ
て
砂
で
、
遼
東
に
入
っ
て
か
ら
は
砂
が
よ
り
細
く
な
り
、
風

が
少
し
吹
い
た
ら
霧
の
よ
う
に
飛
び
散
り
、
後
ろ
の
人
か
ら
前
の
人
が
見
ら
れ
な
い

ほ
ど
だ
と
述
べ
、
こ
う
し
た
砂
は
風
の
な
い
日
も
車
の
輪
か
ら
砂
が
飛
び
散
り
、
髪

や
髭
に
付
き
、
落
と
せ
に
く
く
、
鶏
の
尻
尾
で
作
っ
た
ほ
う
き
で
絶
え
ず
砂
を
取
り
、

北
京
の
大
路
で
は
水
を
ま
き
、
砂
が
飛
ぶ
の
を
防
い
だ
と
記
録
し
て
い
る㉘
。

こ
う
し
た
観
察
の
記
録
と
共
に
、
自
ら
の
専
門
知
識
を
生
か
し
た
使
行
団
の
情
報

収
集
も
目
立
つ
。
金
昌
業
の
参
加
し
た
冬
至
使
行
団
の
使
行
団
構
成
は
、
正
使
、
副

使
、
書
状
官
の
よ
う
な
儒
者
士
族
か
ら
訳
官
、
医
官
、
画
員
の
よ
う
な
中
人
階
級
（
専

門
技
術
集
団
）
を
は
じ
め
と
し
て
、多
く
の
官
奴
も
参
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
う

し
た
使
行
団
の
中
か
ら
目
立
つ
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
訳
官
・
朴
東
和
、
漢

学
上
通
事
・
張
遠
翼
、
淸
学
上
通
事
・
金
世
弘
、
教
誨
質
問
通
事
・
劉
再
昌
、
年
少

聡
敏
・
呉
志
恒
、
次
上
通
事
・
朴
世
章
、
押
物
通
事
・
金
昌
夏
、
金
商
鉉
、
呉
泰
老
、

偶
語
別
逓
児
・
玄
夏
誼
、
淸
学
別
逓
児
・
韓
允
普
、
蒙
学
・
金
景
興
、
倭
学
・
崔
檍
、

蒙
学
・
張
齢
、
淸
学
新
逓
児
・
崔
台
相
、
偶
語
別
差
・
崔
寿
昌
な
ど
、
朝
鮮
王
朝
時

代
の
通
訳
官
庁
で
あ
る
司
訳
院
所
属
の
通
訳
担
当
者
で
あ
る
（『
燕
行
録
』
巻
一
、
一
行

人
馬
渡
江
数
）。
彼
ら
司
訳
院
所
属
の
通
訳
担
当
者
ら
は
、
自
ら
の
語
学
能
力
を
活
用

し
積
極
的
な
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
中
、
倭
学
と
は
朝
鮮
王
朝
に
お
い
て
日
本
語
通
訳
を
担
当
し
て
い
た
倭
学

訳
官
を
意
味
し
、一
般
的
に
は
日
本
と
の
交
流
を
担
当
し
た
通
信
使
行
に
参
加
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
倭
学
が
清
朝
の
首
都
で
あ
る
北
京
に
行
く
使
節
団
に
参
加
し
て
い

る
の
が
興
味
深
い
。
一
七
一
二
年
の
対
清
使
行
に
参
加
し
た
倭
学
・
崔
檍
は
本
貫
が

慶
州
で
、
一
六
七
五
年
訳
科
に
合
格
し
た
人
物
で
あ
る㉙
。
一
七
一
二
年
の
対
清
使
行

は
、
歴
代
の
燕
行
使
行
の
中
で
、
そ
の
規
模
が
最
も
大
き
い
使
行
で
あ
り
、
同
時
期

の
通
信
使
行
、琉
球
使
行
も
歴
代
最
大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、三
藩
の
乱
の
鎮
圧
（
一
六
八
一
）
お
よ
び
台
湾
鄭
氏
の
帰
府
（
一
六
八
三
）

に
よ
る
一
六
八
四
年
の
清
朝
の
海
禁
策
の
解
除
（
展
界
令
）
に
よ
り
、東
ア
ジ
ア
の
貿

易
の
活
性
化
が
も
た
ら
さ
れ㉚
、
こ
う
し
た
経
済
の
活
況
に
乗
り
、
漢
学
に
比
べ
相
対

的
に
待
遇
が
よ
く
な
か
っ
た
倭
学
が
蓄
財
の
た
め
対
清
使
行
に
参
加
し
た
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る㉛
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
経
済
的
目
的
以
外
に
も
清
朝
か
ら
の
日
本

の
情
報
の
入
手
、
あ
る
い
は
徳
川
幕
府
の
実
質
的
な
対
清
使
節
の
役
割
を
は
た
し
て

い
た
琉
球
使
節
団
と
の
接
触
お
よ
び
情
報
交
換
を
備
え
派
遣
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

る
。実
際
に
朝
鮮
の
使
節
団
は
北
京
に
お
い
て
琉
球
使
節
と
頻
繁
な
接
触
を
し
た
が
、

一
七
八
○
年
か
ら
一
九
○
○
年
ま
で
の
一
二
○
年
間
、
二
一
回
北
京
で
接
触
し
た
記

録
が
あ
る
。
朝
鮮
使
節
と
琉
球
使
節
は
清
皇
帝
の
朝
礼
に
備
え
、
鴻
臚
寺
に
お
い
て

共
に
朝
礼
の
練
習
を
行
い
、
清
朝
廷
の
主
催
の
宴
会
に
共
に
参
加
し
漢
詩
唱
和
を
も

行
っ
た32
。

琉
球
王
国
は
清
朝
の
冊
封
国
の
独
立
王
朝
だ
が
、
一
六
○
九
年
の
薩
摩
藩
の
侵
攻

に
よ
り
薩
摩
の
附
用
国
と
な
り
、
江
戸
幕
府
に
定
期
的
に
使
節
を
送
っ
て
い
た
。
つ

ま
り
清
朝
と
江
戸
幕
府
の
両
属
関
係
で
あ
り
、
薩
摩
は
琉
球
に
琉
球
在
番
奉
行
を
派

遣
、
監
督
し
、
琉
球
か
ら
清
朝
に
派
遣
す
る
進
貢
使
を
通
じ
て
清
朝
の
情
報
を
入
手

し
た
。江
戸
日
本
と
清
朝
の
情
報
を
持
っ
て
い
た
琉
球
使
節
と
朝
鮮
使
節
の
交
流
は
、

秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
以
後
、
日
本
の
情
報
収
集
に
積
極
的
で
あ
っ
た
朝
鮮
側
に
と
っ
て
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重
要
な
情
報
源
で
あ
り
、
朝
鮮
使
節
は
北
京
に
お
い
て
日
本
の
情
報
入
手
に
積
極
的

に
臨
ん
だ
。

金
昌
業
と
燕
行
使
行
を
と
も
に
し
た
朝
鮮
の
訳
官
は
、
清
朝
の
官
吏
と
接
触
し
清

朝
の
行
政
文
書
も
入
手
し
て
い
る
が
（『
燕
行
錄
』
卷
四
、
一
月
二
十
七
日
乙
巳
）
首
訳
・

朴
東
和
、
上
通
事
・
張
遠
翼
、
別
湾
上
・
崔
寿
昌
が
清
朝
の
兵
部
の
海
賊
・
陳
尚
義

平
定
文
書
や
礼
部
が
尊
号
を
求
め
た
文
書
を
入
手
し
、
金
昌
業
の
燕
行
録
に
そ
の
全

文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。海
賊
の
陳
尚
義
は
広
東
潮
州
出
身
で
、元
来
平
凡
な
民
だ
っ

た
が
飢
饉
の
た
め
海
賊
と
な
り
、「
仁
義
礼
智
」
と
名
付
け
た
船
一
二
隻
で
山
東
、
広

東
、
浙
江
、
福
建
、
江
南
な
ど
五
省
の
沿
岸
に
お
い
て
活
動
を
し
、
清
皇
帝
の
懐
柔

策
に
よ
り
、
清
朝
に
降
伏
し
た
人
物
で
あ
る
。
金
昌
業
の
燕
行
録
に
は
、
陳
尚
義
の

表
文
や
登
州
鎮
臣
李
雄
の
上
奏
、
皇
帝
の
秘
指
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

対
清
使
節
団
は
清
朝
の
地
理
、
気
候
、
風
俗
か
ら
皇
帝
の
秘
指
の
よ
う
な
機
密
行
政

文
書
ま
で
手
に
入
れ
る
な
ど
、
対
清
情
報
収
集
お
よ
び
対
外
情
報
収
集
に
積
極
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

五
．
朝
鮮
中
華
主
義
と
北
学
論
の
交
差

一
七
一
二
年
一
一
月
三
日
漢
城
を
出
発
し
た
金
昌
業
は
同
年
一
二
月
二
七
日
、
北

京
に
着
い
た
。
彼
ら
使
行
団
が
北
京
に
着
い
て
行
っ
た
初
の
儀
礼
は
、
一
二
月
二
八

日
の
会
同
館
に
お
け
る
礼
部
へ
の
表
文
や
咨
文
を
出
す
表
咨
文
呈
納
で
あ
り33
、
一
二

月
二
九
日
に
は
正
使
以
下
す
べ
て
の
正
官
の
皇
帝
謁
見
（
朝
参
儀
）
の
た
め
の
儀
礼
演

習
の
鴻
臚
寺
演
儀
も
行
っ
た34
。
そ
し
て
正
月
一
日
に
は
対
清
使
行
団
の
最
も
大
事
な

儀
礼
で
あ
る
朝
参
儀
を
行
っ
た35
。
と
こ
ろ
で
金
昌
業
は
清
朝
に
お
い
て
行
っ
た
表
咨

文
呈
納
・
鴻
臚
寺
演
儀
・
朝
参
儀
な
ど
の
北
京
に
お
け
る
儀
礼
を
記
す
際
、
清
朝
と

明
朝
の
儀
礼
の
差
を
荷
谷
・
許

が
一
五
七
四
年
聖
節
使
・
書
状
官
と
し
て
対
明
使

行
に
参
加
し
記
録
し
た
使
行
日
記
で
あ
る
『
荷
谷
朝
天
録
』
を
引
用
し
述
べ
て
い
る

の
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
、
明
清
交
替
後
の
朝
鮮
の
知
識
人
が
正
統
中
華
王
朝
と
し
て

認
識
し
た
観
念
化
さ
れ
た
理
想
郷
の
消
滅
し
た
中
華
帝
国
・
明
朝
に
対
す
る
記
憶
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
金
昌
業
は
清
人
や
漢
人
を
比
較
観
察
し
、
清
人
と
漢
人
の

風
貌
や
性
格
に
対
す
る
記
録36
、
清
人
と
漢
人
の
言
語
使
用
や
認
識
に
対
す
る
記
録37
、

清
人
と
漢
人
の
女
性
の
化
粧
法38
や
風
習39
、
清
人
と
漢
人
の
衣
服
生
活
に
対
す
る
観
察

記
録40
な
ど
も
比
較
的
詳
し
く
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
清
夷
狄
論
お
よ
び
朝
鮮
中
華

主
義
と
表
裏
を
な
す
観
念
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
清
夷
狄
論
の
立
場
か
ら
金
昌
業
は

清
朝
に
対
し
、
胡
人
・
胡
服
・
胡
皇
な
ど
と
し
て
記
録
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
清
朝

に
対
す
る
認
識
は
、
金
昌
業
の
清
人
と
の
交
流
の
場
面
か
ら
も
よ
く
み
ら
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
朝
鮮
王
朝
の
対
中
国
使
行
団
の
主
な
仕
事
の
中
の
一
つ
は
、
中

国
の
儒
者
と
の
学
問
交
流
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
儒
者
は
中
国
の
最
新
の
学
問
動
向
を

調
べ
、
親
交
を
結
ぶ
た
め
中
国
の
儒
者
と
積
極
的
な
交
流
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
金

昌
業
が
よ
く
引
用
し
て
い
る
一
五
七
四
年
の
許

の
『
荷
谷
先
生
朝
天
記
』
に
は
、

鴨
緑
江
の
渡
江
直
後
か
ら
当
時
の
明
朝
に
お
い
て
流
行
っ
て
い
た
陽
明
・
心
学
者
と

厳
し
い
論
争
を
行
い
、
朱
子
学
者
と
は
学
問
的
連
帯
感
を
確
認
し
高
く
評
価
す
る
な

ど
、
明
朝
の
儒
者
と
の
交
流
を
積
極
的
に
し
た
こ
と
が
分
か
る41
。
朝
鮮
儒
者
の
明
朝

儒
者
と
の
論
争
は
使
行
期
間
中
続
き
、
こ
う
し
た
明
士
と
の
学
問
交
流
が
朝
鮮
の
学

界
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る42
。
と
こ
ろ
で
、
金
昌
業
は
清

朝
で
会
っ
た
人
と
談
話
を
通
じ
て
多
く
の
情
報
を
得
る
な
ど
、
清
朝
の
事
情
を
調
べ

て
い
る
が
、
許

の
よ
う
な
論
争
を
伴
う
学
問
交
流
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
対
等

な
学
問
交
流
よ
り
、
朝
鮮
の
衣
冠
文
物
を
一
方
的
に
誇
っ
て
い
る
金
昌
業
の
様
子
が

目
立
つ
。

金
昌
業
は
、
神
・
仏
を
信
仰
す
る
清
朝
の
風
習
や
胡
服
を
着
、
弁
髪
を
し
て
い
る

清
朝
の
漢
人
に
対
し
、
中
華
の
礼
楽
文
物
を
継
承
し
て
い
る
朝
鮮
の
衣
冠
文
物
の
優

越
さ
を
継
続
的
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
の
朴
趾

源
が
批
判
し
た
外
観
と
し
て
の
礼
楽
文
物
に
基
づ
い
た
、
朝
鮮
中
華
主
義
的
プ
ラ
イ
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ド
で
あ
る
と
い
え
る
。
明
清
交
替
以
後
、
明
の
滅
亡
と
共
に
、
中
華
の
礼
楽
文
物
を

継
承
し
た
の
は
朝
鮮
王
朝
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
表
象
は
清
朝
の
胡
服
や
弁
髪
で
は

な
く
、
礼
楽
文
物
の
象
徴
と
し
て
の
衣
冠
で
あ
る
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
認
識
は
当
時
清
朝
が
漢
人
を
含
め
た
被
支
配
民
族
に
強
要
し
た
弁
髪
や
満
州
風
の

衣
装
、
す
わ
わ
ち
胡
服
が
金
昌
業
を
は
じ
め
と
す
る
朝
鮮
の
儒
者
の
目
に
「
夷
狄
」

と
し
て
見
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

金
昌
業
は
鴨
緑
江
の
渡
江
後
、
鳳
城
ま
で
の
露
宿
を
終
え
、
鳳
城
の
民
家
に
入
っ

て
か
ら
、
清
朝
の
文
化
に
対
す
る
観
察
や
朝
鮮
の
礼
楽
文
物
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
を

記
録
し
た
。
ま
ず
、
一
二
月
四
日
鳳
城
で
の
記
録
を
見
る
と
、
鳳
城
か
ら
は
村
ご
と

に
神
廟
や
寺
が
あ
り
、
土
地
廟
は
小
さ
い
村
に
も
あ
り
、
関
帝
廟
は
家
ご
と
に
あ
る

と
述
べ
、

自
鳳
城
以
後
。
有
村
必
有
神
廟
或
仏
寺
。
其
土
地
廟
則
雖
数
家
村
。
皆
有
之
。

小
或
累
石
為
室
。
大
如
斗
。
中
供
画
像
。
前
置
瓦
炉
焚
香
。
関
帝
則
無
家
不
供
。

或
画
或
塑
。
朝
夕
焚
香
頂
礼
。
其
崇
信
神
仏
之
風
。
蓋
如
此43
。

と
、
清
朝
の
神
・
仏
信
仰
を
否
定
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
の
道
教
・

仏
教
信
仰
に
対
す
る
朝
鮮
儒
者
の
拒
否
感
は
清
朝
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
の
儒
者
が
正

統
中
華
王
朝
と
認
識
し
、
観
念
的
な
儒
教
の
理
想
郷
と
考
え
た
明
朝
を
訪
れ
た
朝
鮮

儒
者
の
紀
行
文
に
も
見
え
る
。
先
述
し
た
許

も

余
平
日
窃
怪
崔
錦
南
評
中
国
之
俗
曰
。
尚
道
仏
崇
鬼
神
。
以
為
中
華
文
物
礼
楽

之
所
聚
。
彼
遐
荒
僻
村
則
容
或
有
禱
祀
之
処
。
而
烏
有
挙
天
下
皆
然
之
理
。
今

而
目
撃
。
則
斯
言
誠
不
誣
矣44
。

と
記
録
し
て
い
る
よ
う
に
、
朱
子
学
の
国
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
朝
鮮
の
儒
者
の

目
に
は
、
中
国
で
流
行
っ
て
い
る
道
教
や
仏
教
的
伝
統
は
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
観
念
的
に
理
想
的
中
華
世
界
と
認
識
し
て
い
た
中
原
王
朝
が
、
実
際
に
は

堯
・
舜
時
代
の
礼
楽
文
物
を
継
承
し
て
い
な
い
と
い
う
乖
離
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
中
国
に
比
べ
、
儒
教
的
礼
楽
文
物
が
根
を
下
ろ
し
て
い
た
朝

鮮
に
対
す
る
誇
り
の
表
現
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

金
昌
業
の
記
録
と
対
明
使
行
に
参
加
し
た
許

の
記
録
と
の
も
う
一
つ
対
比
さ
れ

る
点
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
朝
の
心
学
者
と
の
学
術
論
争
の
よ
う
な
こ
と
が

な
く
、
金
昌
業
は
胡
服
・
弁
髪
の
清
朝
の
風
習
と
比
べ
、
朝
鮮
の
衣
装
に
対
す
る
プ

ラ
イ
ド
を
持
っ
て
清
人
に
接
し
て
い
る
記
録
が
多
く
見
え
る
点
で
あ
ろ
う
。

入
漢
人
王
五
家
朝
飯
。
主
人
年
可
五
十
許
。
言
自
遼
東
移
居
于
此
。
因
言
遼
東

即
你
們
住
的
。
見
余

裘
在
炕
上
。
即
取
而
穿
之
曰
。
好
好
。
余
問
你
見
俺
們

冠
服
如
何
。
曰
。
好
。
遂
脱
帽
。
指
其
頭
有
所
言
。
使
申
之
淳
問
之
。
以
為
渠

父
亦
曾
着
網
巾
戴
笠
云
。
初
称
満
州
人
。
詰
問
然
後
。
始
告
以
実
。
問
前
後
之

言
何
異
。
則
以
為
先
世
雖
漢
人
。
既
為
今
皇
帝
所
属
人
。
豈
非
満
州
。
因
言
渠

方
属
八
高
山
軍
兵45
。

一
二
月
一
一
日
漢
人
の
王
五
と
の
対
話
で
、
金
昌
業
一
行
の
衣
冠
に
関
す
る
問
い

に
、
王
五
は
朝
鮮
の
衣
冠
に
つ
い
て
肯
定
的
に
評
価
す
る
が
、
自
分
は
満
州
族
の
皇

帝
が
支
配
し
て
い
る
清
朝
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
自
ら
は
満
州
人
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
と
語
っ
て
い
る46
。こ
う
し
た
金
昌
業
の
朝
鮮
の
衣
冠
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド
は『
稼

斎
燕
行
録
』
の
所
々
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
一
二
月
一
四
日
の
記
録
に
も

三
行
入
察
院
。
余
出
宿
私
寓
。
主
人
姓
劉
。
問
其
役
。
属
真
黄
旗
下
軍
。
問
海

賊
事
。
与
王
俊
公
言
。
大
同
小
異
。
問
此
去
海
幾
里
。
答
十
余
里
。
問
錦
州
幾

里
。
答
六
十
里
。
問
我
輩
衣
冠
如
何
。
曰
好
看
。
如
吾
所
着
。
其
可
謂
衣
冠
乎47
。
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と
、
金
昌
業
が
一
夜
泊
ま
っ
た
家
の
大
家
の
柳
氏
に
衣
冠
に
対
す
る
自
負
心
を
表
現

し
て
お
り
、
一
二
月
一
八
日
明
朝
に
仕
え
た
官
吏
の
子
孫
の
郭
廓
菴
と
の
対
話
に
お

い
て
も
、
郭
に
朝
鮮
の
衣
冠
に
対
す
る
感
想
を
聞
い
て
い
る48
。
翌
日
の
一
二
月
一
九

日
に
は
、
自
分
の
祖
先
が
明
朝
の
万
歴
初
期
の
千
戸
で
あ
っ
た
と
す
る
栄
琮
と
の
対

話
で

夕
飯
後
。
往
諸
裨
所
寓
処
。
房
屋
敞
潔
。
而
家
主
漢
人
。
為
人
淳
善
。
余
問
貴

姓
。
答
栄
。
問
諱
。
答
琮
。
問
貴
庚
。
答
六
十
。
問
令
郎
幾
人
。
答
一
介
。
問

令
郎
年
幾
。
答
二
十
五
歳
。
問
名
甚
。
答
箴
。
問
住
此
幾
年
。
答
祖
居
十
一
代
。

問
祖
先
有
官
職

。
答
不
過
千
戸
。
問
千
戸
是
幾
代
。
仕
在
何
朝
。
答
万
暦
初

年
。
問
我
們
衣
冠
。
与
大
国
異
制
。
可
駭
不
駭
。
答
老

們
衣
冠
甚
可
。
愛
我

明
朝
衣
冠
。
是
這
様
。
問
然
則
公
輩
即
今
衣
冠
。
非
旧
制
否
。
答
我
們
此
時
衣

冠
是
満
州49
。

と
し
、
栄
琮
に
朝
鮮
の
衣
冠
に
対
す
る
感
想
を
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
清
朝
の
衣

装
が
満
州
族
の
衣
装
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
な
が
ら
、
中
国
の
旧
制
で
は
な
い
か
と

聞
き
、
栄
琮
が
満
州
衣
服
と
答
え
さ
せ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
金
昌
業
の

朝
鮮
の
礼
楽
文
物
に
対
す
る
自
負
心
は
清
皇
帝
に
対
す
る
評
価
に
も
繋
が
る
。
一
二

月
二
四
日
康
田
と
は

纔
設
要
看
。
我
人
物
文
章
是
東
夷
。
有
甚
可
観
文
物
。
穿
的
衣
冠
。
与
大
国
異

㨾
。
想
必
見
笑
。
答
曰
。
心
愛
貴
邦
衣
冠
。
我
這
遵
時
王
之
制
。
…
… 

大
国
従

前
過
客
儘
多
。
此
言
蓋
指
胡
皇
。
而
彼
不
能
覚
矣50
。

と
、
朝
鮮
の
衣
冠
に
対
す
る
自
負
心
と
共
に
清
皇
帝
を
胡
皇
と
呼
ん
で
い
る
の
が
分

か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
金
昌
業
の
燕
行
録
に
は
清
朝
の
知
識
人
と
の
学
的
論
争
は
探

し
に
く
く
、
そ
の
代
わ
り
に
胡
服
や
弁
髪
姿
の
清
人
に
礼
楽
文
物
を
自
慢
し
て
い
る

様
子
が
見
え
る
。
金
昌
業
が
清
朝
で
人
質
生
活
を
し
た
「
斥
和
論
者
」
の
金
尚
憲
の

子
孫
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
「
清
夷
狄
論
」
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、

金
昌
業
は
、
北
学
者
の
朴
趾
源
が
批
判
し
た
「
外
観
だ
け
見
て
、
清
朝
は
昔
の
中
国

で
は
な
い
（
以
我
較
彼
固
無
寸
長
。
而
独
以
一
撮
之
結
。
自
賢
於
天
下
曰
。
今
之
中
国
。
非

古
之
中
国
也
）」
と
唱
え
る
典
型
的
な
朝
鮮
王
朝
の
士
大
夫
の
よ
う
に
見
え
る
。

と
こ
ろ
が
金
昌
業
の
記
録
に
は
「
朝
鮮
中
華
主
義
」・「
清
夷
狄
論
」
的
な
記
録
だ

け
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
二
月
一
二
日
、
金
昌
業
は
清
朝
の
秀
才
と
の
対
話
で
朝

鮮
の
衣
冠
に
対
す
る
問
答
を
し
た
。

問
㺚
子
剃
頭
。
你
們
亦
剃
頭
。
有
何
分
別
中
国
夷
狄
。
答
雖
我
們
剃
頭
有
礼
。

㺚
子
剃
頭
無
礼
。
余
曰
。
説
得
有
理
。
你
年
少
能
知
夷
狄
中
国
有
別
。
可
貴
可

悲
。
高
麗
雖
曰
東
夷
。
衣
冠
文
物
。
皆
倣
中
国
。
故
有
小
中
華
之
称
矣51
。

こ
こ
で
清
朝
の
秀
才
は
、
清
朝
は
変
髪
し
た
も
の
の
「
礼
」
が
あ
る
た
め
中
国
で

あ
り
「
礼
」
の
な
い
「
㺚
子52
」
と
は
違
う
と
言
い
、
こ
れ
に
金
昌
業
も
同
意
し
て
い

る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
礼
楽
文
物
の
有
無
に
よ
る
華
夷
観
は
、
朝
鮮
中
華

思
想
を
貫
通
し
て
い
る
こ
と
で
、
東
夷
に
過
ぎ
な
い
朝
鮮
が
中
華
と
し
て
自
負
で
き

る
の
は
朝
鮮
に
「
礼
」
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
「
礼
」
の
表
象
で
あ
る
衣

冠
を
金
昌
業
が
自
慢
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
金
昌
業
は
ま
た
「
衣
冠
」
は
た

と
え
弁
髪
や
胡
服
だ
が
清
朝
に
は
「
礼
」
が
存
在
す
る
た
め
中
国
で
あ
る
と
い
う
、

清
朝
秀
才
の
話
に
も
同
意
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
清
朝
に
存
在
す
る
「
礼
」
と
い
う

の
は
、
朴
趾
源
が
胡
服
と
弁
髪
だ
け
で
清
朝
を
排
撃
す
る
と
、
中
国
固
有
の
良
法
と

美
制
も
排
撃
す
る
こ
と
に
な
る
と
話
し
た
そ
の
「
制
度
」
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
表

に
見
え
る
衣
装
だ
け
が
礼
楽
文
物
で
は
な
く
、
清
朝
を
支
え
る
法
と
制
度
、
儒
学
的

な
国
家
シ
ス
テ
ム
も
礼
楽
文
物
で
あ
り
、清
朝
の
水
才
は
そ
の
点
を
金
昌
業
に
「
礼
」
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と
表
現
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、金
昌
業
も
胡
服
と
弁
髪
と
し
て
代
表
さ
れ
る
「
夷
狄
」

と
し
て
の
清
朝
認
識
か
ら
中
華
文
明
の
継
承
者
と
し
て
の
清
朝
認
識
に
同
意
し
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
清
朝
認
識
は
、
北
学
思
想
の
根
底
に
あ
る
も
の
で

あ
る
が
、金
昌
業
の
記
録
か
ら
も
北
学
論
と
類
似
し
て
い
る
見
解
が
見
ら
れ
る
。一
二

月
六
日
金
昌
業
は
瀋
陽
を
訪
れ
次
の
よ
う
な
記
録
を
残
し
た
。

自
入
土
城
。
左
右
巿
廛
已
櫛
比
。
而
内
城
尤
繁
盛
。
十
倍
遼
東
。
入
城
数
百
歩
。

東
入
小
巷
。
密
院
在
焉
。
有
東
西
廊
屋
。
而
庭
湫
隘
。
聞
訳
輩
言
。
通
官
金
四

傑
之
母
。
曾
居
此
屋
。
常
言
此
乃
丁
丑
後
朝
鮮
質
子
人
等
所
接
之
家
。 

世
子
館

則
今
衙
門
是
其
地
云
。
曾
王
考
所
拘
之
処
即
北
館
。
而
今
無
知
者
矣53
。

瀋
陽
は
金
昌
業
の
曽
祖
父
で
あ
る
金
尚
憲
が
丙
子
胡
乱
の
後
、
人
質
と
し
て
生
活

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
金
昌
業
は
金
相
憲
が
拘
留
生
活
し
て
い
た
「
北
館
」
を
尋
ね

た
が
、
場
所
が
確
認
で
き
ず
悔
し
が
っ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
丙
子
胡
乱
の
敗
戦

と
昭
顕
世
子
、
鳳
林
大
君
、
金
尚
憲
を
は
じ
め
と
す
る
朝
鮮
の
人
々
の
人
質
生
活
は
、

そ
の
後
の
大
清
復
讐
論
と
北
伐
論
の
原
因
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
歴
史
の
現
場
で
あ

る
瀋
陽
に
お
け
る
金
昌
業
の
描
写
は
精
製
さ
れ
、
客
観
性
を
保
っ
て
い
る
。
そ
し
て

自
分
の
祖
先
の
流
罪
地
で
あ
る
瀋
陽
に
お
い
て
金
昌
業
は
清
朝
の
先
進
文
物
に
対
す

る
よ
り
肯
定
的
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。

蓋
瀋
陽
城
方
二
里
許
。
而
毎
方
各
二
門
。
共
八
門
。
八
門
路
縦
横
貫
城
中
。
如

井
字
状
。
而
南
北
両
門
路
。
与
上
東
上
西
両
門
之
路
交
界
処
。
皆
有
十
字
楼
。

此
処
如
我
国
鍾
街
。
人
物
輻
輳
。
巿
肆
繁
盛
。
始
向
西
行
百
余
歩
而
還
。
又
向

北
行
百
余
歩
而
還
。
遂
向
上
東
門
而
去
。
左
右
巿
肆
。
百
貨
衒
耀
。
百
余
歩
間

皆
堆
積
。

鹿
兔
之
懸
者
。
不
可
勝
計
。
各
色
工
匠
。
如
鉅
木
造
車
造
棺
造
椅

卓
。
打
造
鉄
器
錫
器
及
礱
米
縫
衣
弾
綿
花
之
類
。
種
種
皆
有
。
而
器
械
無
不
便

利
。
一
人
所
為
。
可
兼
我
国
十
人
之
事54
。

金
昌
業
は
瀋
陽
城
の
市
街
地
や
市
に
対
す
る
描
写
と
共
に
、
当
時
の
清
朝
の
文
物

の
発
展
の
姿
が
見
ら
れ
る
、
工
場
や
機
械
に
つ
い
て
説
明
し
、
こ
う
し
た
機
械
の
発

展
に
よ
り
、
朝
鮮
よ
り
効
率
が
一
○
倍
も
い
い
と
感
嘆
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
金
昌
業
は
目
に
見
え
る
文
化
の
差
、
つ
ま
り
衣
冠
文
物
に
つ
い
て

は
朝
鮮
の
礼
学
文
物
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
が
、
清
朝
の
発
展
ぶ
り
に
つ
い
て
も
高

く
評
価
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
代
表
的
な
斥
和
論
者
の
金
尚
憲
の
子
孫
で
あ
り
、

清
朝
の
胡
服
や
弁
髪
に
対
し
、
文
化
的
優
越
感
を
持
っ
て
い
た
金
昌
業
の
記
録
に
見

え
る
よ
う
に
、
北
学
論
は
清
朝
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
清
朝
を
直
接
体
験
し
た
人
に

よ
り
漸
進
的
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
清
朝
の
文
物
を
認
め
る
よ

う
に
な
っ
た
要
因
は
結
局
、
儒
学
的
国
家
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
礼
楽
文
物
で
あ
る
。

こ
う
し
た
金
昌
業
の
清
朝
に
対
す
る
考
え
は
、二
月
七
日
の
記
録
を
見
れ
ば
分
か
る
。

且
建
夷
東
夷
之
種
性
本
仁
弱
。
不
嗜
殺
人
。
而
以
康
煕
之
倹
約
。
守
汗
寛
簡
之

規
模
。
抑
商
賈
以
勧
農
。
節
財
用
以
愛
民
。
其
享
五
十
年
太
平
宜
矣
。
至
若
治

尚
儒
術
。
而
能
尊
孔
朱
。
躬
修
孝
道
。
而
善
事
嫡
母
。
則
雖
比
於
魏
孝
文
金
主

雍
。
無

矣55
。

こ
こ
で
金
昌
業
は
、
清
朝
の
康
熙
帝
の
治
績
に
よ
り
、
た
と
え
目
に
見
え
る
外
観

は
夷
狄
で
あ
る
が
、
儒
教
や
学
問
の
奨
励
、
愛
民
政
治
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
在
の
清

朝
の
発
達
し
た
文
物
と
太
平
を
成
し
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。
先
述
し
た
清
人
の
秀

才
が
「
礼
」
が
あ
れ
ば
中
国
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
で
、
朝

鮮
は
東
夷
で
あ
る
が
朝
鮮
に
礼
楽
文
物
が
存
在
す
る
た
め
小
華
だ
と
考
え
て
い
る
よ

う
に
、
満
州
族
の
清
朝
は
弁
髪
を
し
、
胡
服
を
着
て
い
る
が
、
康
熙
帝
の
儒
教
奨
励

や
孔
子
と
朱
子
の
崇
尚
、
勧
農
お
よ
び
倹
約
は
礼
楽
文
物
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
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金
昌
業
は
清
朝
を
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
．
お
わ
り
に

歴
史
的
に
中
国
と
そ
の
周
辺
国
を
天
下
と
認
識
す
る
華
夷
観
念
の
下
に
い
た
東
ア

ジ
ア
の
知
識
人
た
ち
に
一
七
世
紀
に
明
清
王
朝
の
交
代
は
、
明
朝
の
建
国
で
成
立
し

た
東
ア
ジ
ア
の
「
中
華
的
国
際
秩
序
」
の
解
体
を
意
味
し
た
。
こ
れ
は
「
中
華
」
で

あ
る
明
朝
が
「
夷
狄
」
で
あ
る
清
朝
に
よ
っ
て
滅
亡
し
、
天
下
か
ら
中
華
が
消
滅
し

た
事
件
で
あ
っ
た
。
朱
子
学
的
理
想
国
家
を
目
指
し
た
朝
鮮
の
儒
者
は
も
ち
ろ
ん
、

一
七
世
紀
か
ら
儒
学
・
朱
子
学
を
積
極
的
に
導
入
し
た
日
本
の
儒
者
は
こ
う
し
た
一

連
の
事
件
以
後
、
朱
子
学
的
に
新
し
く
解
釈
し
た
華
夷
論
を
出
し
た
。
日
本
に
お
い

て
も
中
国
よ
り
は
徳
川
日
本
に
礼
楽
文
物
が
存
在
し
た
と
い
う
山
鹿
素
行（
一
六
五
二

〜
一
七
一
一
）・
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九
〜
一
六
九
一
）・
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
九
〜

一
六
八
二
）学
派
・
垂
加
神
道
派
な
ど
の
一
連
の
思
想
家
が
清
夷
狄
論
を
前
面
に
出
し

た
日
本
中
華
主
義
を
主
張
し
た56
。
光
海
君
政
権
を
倒
し
政
権
に
就
い
た
朝
鮮
の
仁
祖

政
権
の
親
明
路
線
は
、
中
原
進
出
を
図
っ
て
い
た
清
朝
に
と
っ
て
背
後
の
脅
威
と
見

な
さ
れ
、
一
六
二
七
年
と
一
六
三
六
年
の
二
度
の
侵
略
を
招
き
、
清
朝
の
武
力
に
屈

服
し
た
朝
鮮
王
朝
は
清
朝
を
中
心
と
す
る
朝
貢
冊
封
秩
序
に
編
入
さ
れ
る
が
、
観
念

的
に
は
「
清
＝
夷
狄
」、「
朝
鮮
＝
中
華
」
論
が
胎
動
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
朝
滅
亡
後
、
清
朝
が
む
し
ろ
全
盛
を
極
め
る
と
、
朝
鮮
の
儒
者
は

「
夷
狄
」の
全
盛
に
つ
い
て
新
た
な
解
釈
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
で
、
朝
鮮
で
は
二
つ
の
思
想
が
登
場
す
る
が
、
一
つ
に
は
中
国
の
三
代

と
同
じ
時
期
に
朝
鮮
に
も
対
等
な
礼
楽
文
物
が
存
在
し
た
こ
と
を
歴
史
的
に
考
証

し
、
中
華
の
正
統
が
中
国
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
で
も
存
在
す
る
と
い
う
安
鼎
福
と
し

て
代
表
さ
れ
る
「
朝
鮮
中
華
主
義
」
で
あ
る
。
ま
た
も
う
一
つ
の
思
想
的
流
れ
は
、

清
朝
が
た
と
え
朝
鮮
が
「
夷
狄
視
」
し
て
い
た
北
方
民
族
王
朝
で
は
あ
る
が
、
清
朝

が
施
し
て
い
る
制
度
や
文
物
は
「
中
華
文
物
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
清

の
文
物
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
朴
趾
源
、
朴
齊
家
、
洪
大
容
と
し
て

代
表
さ
れ
る
「
北
学
論
」
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
朝
鮮
中
華
論
」
を
主
張
し
た
安
鼎
福
と
「
北
学
論
」
を
主
張
し
た
朴

趾
源
、
朴
齊
家
、
洪
大
容
の
活
動
時
期
よ
り
先
立
っ
た
一
八
世
紀
初
め
に
、
清
朝
を

直
接
訪
問
し
、「
稼
斎
燕
行
録
」
を
残
し
た
金
昌
業
の
清
朝
に
対
す
る
認
識
は
、「
朝

鮮
中
華
主
義
」
と
共
に
、
清
朝
の
先
進
文
物
を
認
め
る
「
北
学
論
」
が
交
差
し
、
共

存
し
て
い
る
。
金
昌
業
が
使
行
中
見
せ
た
礼
楽
文
物
に
対
す
る
自
負
心
、
す
な
わ
ち

小
中
華
意
識
は
、
一
般
的
に
朴
趾
源
、
朴
齊
家
、
洪
大
容
な
ど
の
北
学
者
と
は
違
っ

た
思
想
的
閉
鎖
性
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
の
近
代
的
な
発
展
の
妨
げ
に
な
っ
た
と
評
価
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
北
学
論
者
の
考
え
た
清
朝
の
先
進
文
物
に
対
す
る
観
察
や

学
習
意
志
は
金
昌
業
に
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
朝
鮮
中
華
主
義
的
思
想
も

我
国
之
服
事
大
明
二
百
有
余
年
。
及
壬
辰
再
造
之
後
。
則
以
君
臣
之
義
。
兼
父

子
之
恩
。
大
明
之
所
見
待
。
我
国
之
所
依
仰
。
無
異
内
藩
而
非
他
外
夷
之
可
比

也57
。

と
い
う
洪
大
容
の
書
信
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、北
学
者
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。

丙
子
胡
乱
当
時
、
斥
和
論
を
主
張
し
、
清
朝
に
お
い
て
長
い
捕
虜
生
活
を
送
っ
た
金

尚
憲
の
直
系
で
あ
る
金
昌
業
は
、朝
鮮
の
礼
楽
文
物
の
優
越
性
を
誇
り
な
が
ら
も「
対

清
復
讐
論
」
の
代
わ
り
に
清
朝
の
実
用
的
文
物
に
つ
い
て
は
肯
定
的
な
認
識
を
持
っ

て
い
た
。

通
説
で
は
明
清
交
代
後
、
朝
鮮
後
期
の
知
識
人
の
対
明
義
理
論
と
北
伐
大
義
論
、

そ
し
て
文
化
自
尊
意
識
つ
ま
り
「
朝
鮮
だ
け
が
唯
一
の
中
華
」
で
あ
る
と
い
う
意
識

が
強
化
さ
れ
た
朝
鮮
中
華
主
義
は
、
北
学
派
の
登
場
に
よ
り
衰
退
し
た
と
説
明
し
て

い
る
が58
、
一
八
世
紀
の
朝
鮮
は
伝
統
的
な
朱
子
学
的
価
値
観
と
衣
冠
・
風
習
と
い
う



一
〇
〇

408

礼
楽
文
物
の
自
負
心
か
ら
来
る
朝
鮮
中
華
主
義
と
、
清
朝
の
先
進
文
物
を
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
北
学
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
盛
を
極
め
、
混
在
す
る
時
代
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
そ
し
て
北
学
論
は
あ
る
日
い
き
な
り
登
場
し
た
思
想
で
は
な
く
、
対

清
使
行
な
ど
に
よ
る
情
報
入
手
、
清
朝
と
の
交
流
お
よ
び
先
進
の
文
物
に
対
す
る
体

験
や
認
識
が
蓄
積
さ
れ
、
一
八
世
紀
後
半
、
漸
進
的
に
現
わ
れ
た
思
想
と
し
て
理
解

す
る
の
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

注①　
本
論
文
は
『
稼
斎
燕
行
録
：
燕
行
録
選
集
Ⅳ
』（
民
族
文
化
推
進
会
、
一
九
七
六
）

を
基
本
テ
キ
ス
ト
と
し
て
分
析
し
た
。本
テ
キ
ス
ト
は
筆
写
本
で
あ
る
ソ
ウ
ル
大
学
校

奎
章
閣
所
蔵
本
を
底
本
と
し
、
表
紙
書
名
は
「
稼
斎
燕
行
録
」、
毎
冊
の
巻
頭
書
名
は

「
老
稼
斎
燕
行
日
記
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
は
表
紙
書
名
に
従
い
「
稼
斎
燕
行
録
」

と
し
て
表
記
し
、
本
文
の
引
用
の
際
は
『
燕
行
録
』
と
し
て
表
記
す
る
。
そ
し
て
、
本

稿
に
お
け
る
引
用
史
料
の
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
書
き
換
え
た
。
な
お
、本
論
文
の
韓
国

語
論
文
の
引
用
の
場
合
、著
者
・
題
目
は
日
本
語
に
翻
訳
し
て
表
記
し
た
こ
と
を
付
記

す
る
。

②　

四
大
「
燕
行
録
」
の
中
、
最
も
後
代
に
記
録
さ
れ
た 

金
景
善
の
『
燕
軒
直
指
』
に

も
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の
代
表
的
「
燕
行
録
」
と
し
て
金
昌
業
・
洪
大
容
・
朴
趾
源
の

「
燕
行
録
」
を
取
り
上
げ
、
金
景
善
自
身
も
彼
ら
の
「
燕
行
録
」
を
参
考
・
引
用
し
て

い
る
。

③　

李
章
佑
「
稼
斎
燕
行
録
解
題
」『
燕
行
録
選
集
Ⅳ
』
景
仁
文
化
社
、一
九
七
六
、
一
二

頁
。

④　

チ
ェ
・
ソ
ザ
「
一
八
世
紀 

金
昌
業
・
洪
大
容
・
朴
趾
源
の
中
国
認
識
」『
明
清
史
研

究
』
三
二
号
、
二
○
○
九
。

⑤　

イ
・
ハ
ク
ダ
ン
「
金
昌
業
の
明
末
清
初
の
戦
争
記
憶
」『
東
方
漢
文
学
』
六
○
号
、

二
○
一
四
。

⑥　

ジ
ョ
ン
・
へ
ジ
ュ
ン
「
朝
鮮
士
大
夫
の
清
国
首
都
北
京
見
聞
‐
金
昌
業
の
『
稼
斎
燕

行
録
』
を
中
心
に
」『
明
清
史
研
究
』
二
三
号
、
二
○
○
五
。

⑦　

ソ
・
イ
「
金
昌
業
と
清
朝
文
士
の
交
友
に
関
す
る
考
察
」『
淵
民
学
誌
』
一
三
号
、

二
○
一
○
。

⑧　

ハ
・
ジ
ョ
ン
シ
ク
「
歪
な
肖
像
‐
朝
鮮
支
配
層
の
康
熙
帝
像
」『
学
林
』
三
九
号
、

二
○
一
七
。

⑨　

ソ
ン
・
ミ
リ
ョ
ン
「
一
八
世
紀
朝
鮮
知
識
人
の
見
た
清
朝
の
統
治
」『
明
清
史
研
究
』

二
三
号
、
二
○
○
五
。

⑩　

李
章
佑
「
稼
斎
燕
行
録
解
題
」『
燕
行
録
選
集
Ⅳ
』
景
仁
文
化
社
、
一
九
七
六
、
七

頁
。

⑪　

李
章
佑
、
前
掲
論
文
、
一
○
頁
。

⑫　

荒
野
泰
典
「
近
世
的
世
界
の
成
熟
」『
日
本
の
対
外
関
係
・
六
』
吉
川
弘
文
館
、
二

○
一
○
、
三
〜
八
頁
。

⑬　

壬
辰
六
月
二
十
三
日
政
。
伯
氏
為
冬
至
兼
謝
恩
使
。
時
伯
氏
大
病
新

。
子
弟
一
人

宜
随
往
。
且
吾
兄
弟
。
皆
欲
一
見
中
国
。
於
是
叔
氏
欲
行
。
已
而
止
。
余
乃
代
之
以
打

角
。
啓
下
。
一
時
譏
謗
譁
然
。
親
旧
多
勧
止
。
余
詼
諧
曰
。
孔
子
微
服
過
宋
。
為
今
世

通
行
之
義
。
吾
何
独
不
可
乎
。
聞
者
皆
笑
。（『
燕
行
録
』
巻
一
、
往
来
総
録
）

⑭　

吾
聞
用
夏
変
夷
者
、
未
聞
変
於
夷
者
也
、
陳
良
楚
産
也
、
悦
周
公
仲
尼
之
道
、
北
学

於
中
国
、
北
方
之
学
者
、
未
聞
或
之
先
也
。（『
孟
子
』
滕
文
公
章
句
上
）

⑮　

キ
ム
イ
ン
ギ
ュ
『
北
学
思
想
研
究
』
シ
ン
サ
ン
、
二
○
一
七
、
三
○
〜
三
一
頁
。

⑯　

キ
ム
イ
ン
ギ
ュ
、
前
掲
書
、
一
八
一
〜
一
八
二
頁
。

⑰　

鄭
玉
子
『
朝
鮮
後
期
朝
鮮
中
華
思
想
研
究
』
一
志
社
、
一
九
九
八
、
一
六
頁
。

⑱　

池
斗
換『
朝
鮮
時
代
思
想
史
の
再
照
明
』歴
史
文
化
、一
九
九
八
、
二
七
九
〜
二
八
二

頁
。

⑲　
『
燕
巌
集
』
卷
七
、
別
集
、
鍾
北
小
選
、
北
学
議
序
。

⑳　

同
前

㉑　

朝
尾
直
弘
編
『
日
本
の
近
世
・
一
―
世
界
史
の
中
の
近
世
』
中
央
公
論
社
、

一
九
九
一
、
一
三
二
〜
一
三
五
頁
。

㉒　

イ
・
チ
ョ
ル
ソ
ン
「
通
信
使
と
燕
行
使
の
比
較
研
究
」『
通
信
使
・
倭
館
と
韓
日
関

係
』
景
仁
文
化
社
、
二
○
○
五
、
八
四
〜
八
五
頁
。

㉓　

夕
有
一
秀
才
入
来
。
余
邀
坐
炕
上
。
問
姓
名
。
答
賤
姓
康
。
名
田
。
字
恵
蒼
。
問
我

何
姓
。
答
賤
姓
金
。
仍
問
你
来
這
裡
何
幹
。
答
看
貴
邦
人
物
。（『
燕
行
録
』
巻
三
、

十
二
月
二
十
四
日
癸
酉
）

㉔　

自
義
州
至
鳳
城
為
二
站
。
無
人
家
露
宿
。
自
鳳
城
至
北
京
為
三
十
一
站
。
皆
有
察
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院
。
自
鳳
城
至
遼
東
。
謂
之
東
八
站
。（『
燕
行
録
』
巻
一
、
山
川
風
俗
総
録
）

㉕　

こ
う
し
た
、
渡
江
の
後
、
露
宿
を
し
た
記
録
は
金
昌
業
と
共
に
燕
行
使
と
し
て
清
朝

に
訪
れ
た
崔
徳
中
の
『
燕
行
録
』
日
記
、
十
一
月
二
十
六
日
（
一
七
一
二
）
及
び
、
李

岬
『
燕
行
記
事
』
上
、
十
一
月
二
十
八
日
（
一
七
七
七
）、
朴
趾
源
『
熱
河
日
記
』
渡

江
録
（
一
七
八
○
）、金
正
中
『
燕
行
録
』
奇
遊
録
、十
一
月
二
十
四
日
（
一
七
九
一
）、

金
景
善
『
燕
轅
直
指
』
出
疆
録
、十
一
月
二
十
一
日
（
一
八
三
二
）
な
ど
の
記
録
に
も

見
え
る
。

㉖　

許

は
大
徳
寺
に
お
い
て
藤
原
惺
窩
と
交
流
史
、藤
原
惺
窩
の
思
想
形
成
に
影
響
を

与
え
た
山
前
・
許
筬
の
弟
で
あ
る
。

㉗
李
豪
潤
「
一
六
世
紀
朝
鮮
知
識
人
の
『
中
国
』
認
識
‐
許

の
『
朝
天
記
』
を
中
心

に
」『
コ
リ
ア
研
究
』
二
号
、
二
○
一
一
。

㉘　

自
渡
江
至
北
京
。
地
皆
沙
。
自
入
遼
野
。
往
来
車
馬
益
多
。
沙
益
細
。
乍
風
輒
揚
。

状
若
烟
霧
。
後
人
不
見
前
人
。
関
内
尤
甚
。
雖
無
風
日
。
輪
蹄
間
触
。
起
者
如
灰
揚
。

着
人
衣
帽
面
目
。
頃
刻
変
色
幻
形
。
同
行
幾
不
能
相
識
。
在
鬢
髪
者
。
拭
之
不
脱
。
在

口
中
者
。
淅
瀝
有
声
。
至
十
襲
之
籠
。
重
封
之
瓶
。
亦
皆
透
入
。
極
可
怪
也
。
巿
肆
及

人
家
所
置
器
物
。
用
鶏
尾
帚
。
不
住
払
拭
。
不
然
。
頃
刻
積
至
寸
許
。
北
京
城
大
街
。

皆
濺
水
以
浥
之
。（『
燕
行
録
』
巻
一
、
山
川
風
俗
総
録
）

㉙　

キ
ム
・
ヤ
ン
ス
「
朝
鮮
後
期
倭
館
訳
官
『
訳
科
榜
目
』
の
分
析
を
中
心
に
」『
歴
史

と
実
学
』
三
七
、
二
○
○
八
、
九
三
頁
。

㉚　

荒
野
泰
典
「
近
世
的
世
界
の
成
熟
」『
日
本
の
対
外
関
係
六
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○

一
○
、
三
〜
八
頁
。

㉛　

キ
ム
・
ヤ
ン
ス
、
前
掲
論
文
、
一
二
一
頁
。

32　

紙
屋
敦
之
『
琉
球
と
日
本
・
中
国
』
山
川
出
版
社
、
二
○
○
三
、
六
六
〜
六
七
頁
。

33　

旧
例
。
入
京
翌
日
。
使
以
下
具
公
服
。
奉
表
咨
文
詣
礼
部
。
先
行
見
官
礼
於
尚
書

訖
。
使
奉
咨
文
跪
告
曰
。
国
王
咨
文
。
尚
書
命
受
之
。
復
曰
。
起
来
。
然
後
使
起
退
出

還
坐
歇
。
所
令
通
事
呈
表
文
于
儀
制
司
後
。
使
以
下
歴
往
主
客
儀
制
。
両
司
行
礼
而
罷

帰
。
出
荷
谷
朝
天
録 

今
則
尚
書 

或
侍
郎
与
郎
中
具
服
。
面
南
立
于
大
庁
。
大
通
官
引

三
使
。
奉
表
咨
文
跪
進
。
郎
中
受
。
安
于
卓
子
上
。
通
官
引
使
以
退
。（『
燕
行
録
』巻

一
、
表
咨
文
呈
納
）

34　

旧
例
。
演
朝
賀
節
儀
於
朝
天
宮
中
門
内
。

大
鼓
則
千
官
以
朝
服
分
東
西
。
魚
貫
而

入
。
使
以
下
随
之
。
鳴

斉
班
。
楽
作
行
四
拝
而
跪
。
通
政
司
鴻
臚
寺
等
官
前
奏
慶

賀
。
節
次
畢
。
又
行
四
拝
而
跪
。
搢
笏
起
舞
蹈
。
又
跪
呼
万
歳
者
三
。
又
起
行
四
拝
而

罷
。
出
象
院
題
語
、荷
谷
朝
天
録
。
今
則
使
以
下
正
官
三
十
員
具
公
服
。
詣
鴻
臚
寺
牌

閣
前 

八
面
高
閣
内
設
御
榻
。
奉
安
位
牌
。
牌
面
以
金
字
書
当
今
皇
帝
万
歳
万
歳
万
万

歳
。
演
儀
。
三
使
為
一
行
。
居
前
。
堂
上
官
以
下
至
押
物
官
二
十
七
員
。
分
為
三
行
。

従
職
品
。
毎
行
九
人
。
排
班
列
立
。
鴻
賛
二
人
立
于
左
右
。
臚
唱
一
時
行
三
跪
九
叩

頭
。
如
或
参
差
。
則
雖
三
四
巡
。
更
加
演
習
後
許
罷
。（『
燕
行
録
』
巻
一
、鴻
臚
寺
演

儀
）

35　

旧
例
。
見
朝
日
五
更
頭
。
使
以
下
具
公
服
詣
闕
。
憩
于
午
門
外
。
日
将
出
。
五
鳳
楼

上
撃
鼓
撞
鍾
。
殿
前
鳴

三
声
。
内
外
斉
班
。
皇
帝
出
御
皇
極
門
。
今
則
視
朝
於
皇
極

殿
。
而
皇
極
改
名
太
和
。
千
官
入
於
皇
極
門
庭
。
使
与
十
三
省
差
来
官
。
班
於
午
門
之

前
。
使
臣
序
於
各
官
之
末
。
典
序
於
呈
文
礼
部
。
依
会
諸
国
使
臣
之
上
。
一
行
立
於
監

生
之
前
。
少
焉
。
午
門
三
門
尽
闢
。
鴻
臚
寺
序
班
。
引
使
以
下
到
御
路
上
。
行
五
拝
三

叩
頭
礼
。
遂
由
右
掖
門
而
入
見
。
文
武
官
東
西
相
向
。
糾
儀
御
史
。
列
於
中
庭
。
使
以

下
就
其
後
而
立
。
十
三
省
官
入
見
畢
。
序
班
引
使
以
下
。
跪
于
御
路
上
。
鴻
臚
寺
持
掲

帖
跪
奏
曰
。
朝
鮮
国
差
来
陪
臣
某
職
某
姓
名
等
幾
員
見
。
使
以
下
行
三
叩
頭
而
後
跪
。

皇
帝
親
発
玉
音
曰
。
与
他
酒
飯
喫
。
使
以
下
復
三
叩
頭
。
序
班
引
出
。
還
由
右
掖
門
詣

光
禄
寺
。
喫
酒
飯
而
罷
。
出
荷
谷
朝
天
録 

今
之
節
次
。
与
旧
無
異
。
而
礼
数
則
三
跪

九
叩
頭
。
外
国
例
序
於
西
班
之
末
。
而
我
国
使
以
下
。
皆
序
於
諸
国
使
臣
之
上
。
一
品

使
臣
則
引
上
殿
内
。
坐
於
五
等
諸
侯
之
末
。
啜
茶
而
出
。
或
値
正
朝
日
太
平
宴
之
時
則

東
西
班
一
品
外
。
皆
宴
床
。
諸
国
使
臣
一
行
。
只
給
一
床
。
而
我
国
三
使
。
各
給
一

床
。
大
通
事
以
下
三
人
。
並
給
一
床
。（『
燕
行
録
』
巻
一
、
朝
参
儀
）

36　

淸
人
貌
豊
偉
。
為
人
少
文
少
文
。
故
淳
実
者
多
。
漢
人
反
是
。
南
方
人
尤
軽
薄

詐
。
然
或
不
尽
然
。
淸
人
亦
入
中
国
久
。
皇
帝
又
崇
文
。
故
其
俗
寝
衰
矣
。（『
燕
行

録
』
巻
一
、
山
川
風
俗
総
録
）

37　

淸
人
皆
能
漢
語
。
而
漢
人
不
能
為
淸
語
。
非
不
能
也
。
不
楽
為
也
。
然
不
能
通
淸

語
。
於
仕
路
有
妨
。
蓋
闕
中
及
衙
門
。
皆
用
淸
語
。
奏
御
文
書
。
皆
以
淸
書
繙
訳
故

也
。
閭
巷
則
満
漢
皆
用
漢
語
。
以
此
淸
人
後
生
少
児
。
多
不
能
通
淸
語
。
皇
帝
患
之
。

選
年
幼
聡
慧
者
。
送
寧
古
塔
学
淸
語
云
。
官
員
之
行
。
一
騎
持
坐
席
在
前
行
。
蓋
以
坐

席
。
別
其
品
級
高
下
故
也
。
大
小
人
員
遇
皇
子
。
皆
下
馬
。
閣
老
以
下
否
。（
同
前
）

38　

漢
女
皆
傅
粉
。
胡
女
則
否
。
旧
聞
漢
女
有
夫
。
雖
老
皆
傅
粉
簪
花
。
今
不
見
尽
然
。

関
外
女
多
美
者
。（
同
前
）
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39　

漢
女
避
人
。
淸
女
不
避
人
（
同
前
）

40　

男
女
衣
服
。
勿
論
奢
倹
。
其
色
尚
黒
。
而
漢
女
不
然
。
穿
靑
紅
袴
者
多
。（
同
前
）

41　

李
豪
潤
、
前
掲
載
論
文

42　

朝
鮮
王
朝
前
期
に
お
け
る
明
儒
と
の
交
流
が
及
ぼ
し
た
朝
鮮
儒
学
界
の
影
響
に
つ

い
て
は
尹
南
漢
『
朝
鮮
時
代
の
陽
明
学
研
究
』（
集
文
堂
、
一
九
八
二
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

43　
『
燕
行
録
』
巻
二
、
十
二
月
四
日
癸
丑

44　
『
荷
谷
先
生
朝
天
記
』
万
歴
二
年
甲
戌
八
月
十
三
日
甲
寅

45　
『
燕
行
録
』
卷
二
、
十
二
月
十
一
日
庚
申

46　

漢
人
王
五
は
八
高
山
軍
兵
に
属
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、彼
は
漢
軍
八
旗
で

あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
記
録
は
、
先
代
は
た
と
え
漢
人
で
は
あ
る
が
、

自
分
は
八
旗
と
し
て
皇
帝
の
下
に
い
る
た
め
、満
州
人
と
な
っ
た
と
の
解
釈
も
可
能
で

あ
ろ
う
。

47　
『
燕
行
録
』
卷
二
、
十
二
月
十
四
日
癸
亥

48　

其
中
一
人
。
挙
止
稍
雅
。
年
可
四
十
余
。
自
言
是
廩
庠
生
。
遂
延
坐
炕
上
。
問
其

姓
。
答
姓
郭
字
廓
菴
。
問
廓
菴
是
表
徳
是
号
。
答
諱
如
柏
。
号
新
甫
。
以
字
為
号
。
以

号
為
字
。
有
未
可
知
也
。
問
先
祖
有
官
職
否
。
古
明
指
揮
同
知
。
問
幾
代
。
答
十
世
。

問
俺
們
衣
冠
。
你
見
可
笑
否
。
答
各
朝
制
度
。（『
燕
行
録
』巻
二
、
十
二
月
十
八
日
丁

卯
）

49　
『
燕
行
録
』
卷
三
、
十
二
月
十
九
日
戊
辰

50　
『
燕
行
録
』
卷
三
、
十
二
月
二
十
四
日
癸
酉

51　
『
燕
行
録
』
卷
二
、
十
二
月
十
二
日
辛
酉

52　
「
㺚
子
」
と
は
朝
鮮
に
お
い
て
韃
靼
つ
ま
り
モ
ン
ゴ
ル
民
族
を
指
す
言
葉
だ
が
、
北

方
民
族
全
体
を
指
す
言
葉
に
変
わ
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

53　
『
燕
行
録
』
卷
二
、
十
二
月
初
六
日
乙
卯

54　

同
前

55　
『
燕
行
録
』
卷
五
、
二
月
七
日
乙
卯
。

56　

日
本
中
華
主
義
お
よ
び
日
本
型
華
夷
思
想
に
基
づ
い
た
対
外
認
識
に
つ
い
て
は
桂

島
宣
弘
「『
華
夷
』
思
想
の
解
体
と
国
学
的
『
自
己
』
像
の
生
成
」『
思
想
史
の
十
九
世

紀
―
「
他
者
」
と
し
て
の
徳
川
日
本
』
ぺ
り
か
ん
社
、一
九
九
九
。
桂
島
宣
弘
「
華
夷

思
想
の
解
体
と
自
他
認
識
の
変
容
―
一
八
世
紀
末
期
〜
一
九
世
紀
初
頭
期
を
中
心
に
」

『
自
他
認
識
の
思
想
史
』
有
志
舎
、
二
○
○
八
を
参
照
さ
れ
た
い
。

57　
『
湛
軒
書
』
内
集
、
巻
三
、
答
韓
仲
由
書

58　

ウ
・
ギ
ョ
ン
ソ
プ
『
朝
鮮
中
華
主
義
の
成
立
と
東
ア
ジ
ア
』
ユ
ニ
ス
ト
ー
リ
、二
○

一
三
、
二
一
頁
。

〈
参
考
文
献
〉

史
料

「
稼
斎
燕
行
録
」（『
燕
行
録
選
集
Ⅳ
』
民
族
文
化
推
進
会
、
一
九
七
六
）

「
燕
巌
集
」（『
燕
巌
集
』
民
族
文
化
推
進
会
、
二
○
○
四
）

「
湛
軒
書
」（『
湛
軒
書
』
民
族
文
化
推
進
会
、
一
九
八
九
）

「
孟
子
」（『
孟
子
』
高
麗
ワ
ン
ブ
ッ
ク
ス
、
二
○
○
五
）

「
荷
谷
先
生
朝
天
記
」（『
燕
行
録
選
集
Ⅰ
』
民
族
文
化
推
進
会
、
一
九
七
六
）

韓
国
語
文
献

李
章
佑
「
稼
斎
燕
行
録
解
題
」『
燕
行
録
選
集
Ⅳ
』
景
仁
文
化
社
、
一
九
七
六
。

尹
南
漢
『
朝
鮮
時
代
の
陽
明
学
研
究
』
集
文
堂
、
一
九
八
二
。

鄭
玉
子
『
朝
鮮
後
期
朝
鮮
中
華
思
想
研
究
』
一
志
社
、
一
九
九
八
。

池
斗
換
『
朝
鮮
時
代
思
想
史
の
再
照
明
』
歴
史
文
化
、
一
九
九
八
。

ジ
ョ
ン
・
へ
ジ
ュ
ン
「
朝
鮮
士
大
夫
の
清
国
首
都
北
京
見
聞
―
金
昌
業
の
『
稼
斎
燕
行

録
』
を
中
心
に
」『
明
清
史
研
究
』
二
三
号
、
二
○
○
五
。

ソ
ン
・
ミ
リ
ョ
ン「
一
八
世
紀
朝
鮮
知
識
人
の
見
た
清
朝
の
統
治
」『
明
清
史
研
究
』二
三

号
、
二
○
○
五
。

イ
・
チ
ョ
ル
ソ
ン
「
通
信
使
と
燕
行
使
の
比
較
研
究
」『
通
信
使
・
倭
館
と
韓
日
関
係
』

景
仁
文
化
社
、
二
○
○
五
。

キ
ム
・
ヤ
ン
ス
「
朝
鮮
後
期
倭
館
訳
官
『
訳
科
榜
目
』
の
分
析
を
中
心
に
」『
歴
史
と
実

学
』
三
七
、
二
○
○
八
。

チ
ェ
・
ソ
ザ
「
一
八
世
紀 

金
昌
業
・
洪
大
容
・
朴
趾
源
の
中
国
認
識
」『
明
清
史
研
究
』

三
二
号
、
二
○
○
九
。

ソ
・
イ
「
金
昌
業
と
清
朝
文
士
の
交
友
に
関
す
る
考
察
」『
淵
民
学
誌
』
一
三
号
、
二
○

一
○
。

ウ
ギ
ョ
ン
ソ
プ
『
朝
鮮
中
華
主
義
の
成
立
と
東
ア
ジ
ア
』
ユ
ニ
ス
ト
ー
リ
、
二
○
一
三
。
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世
紀
朝
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知
識
人
の
清
朝
認
識
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イ
・
ハ
ク
ダ
ン
「
金
昌
業
の
明
末
清
初
の
戦
争
記
憶
」『
東
方
漢
文
学
』
六
○
号
、
二
○

一
四
。

ハ
・
ジ
ョ
ン
シ
ク
「
歪
な
肖
像
‐
朝
鮮
支
配
層
の
康
熙
帝
像
」『
学
林
』
三
九
号
、
二
○

一
七
。

キ
ム
・
イ
ン
ギ
ュ
『
北
学
思
想
研
究
』
シ
ン
サ
ン
、
二
○
一
七
。

日
本
語
文
献

朝
尾
直
弘
編
『
日
本
の
近
世
・
一
―
世
界
史
の
中
の
近
世
』
中
央
公
論
社
、一
九
九
一
。 

桂
島
宣
弘
「『
華
夷
』
思
想
の
解
体
と
国
学
的
『
自
己
』
像
の
生
成
」『
思
想
史
の
十
九
世

紀
―
「
他
者
」
と
し
て
の
徳
川
日
本
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
。 

紙
屋
敦
之
『
琉
球
と
日
本
・
中
国
』
山
川
出
版
社
、
二
○
○
三
。

桂
島
宣
弘「
華
夷
思
想
の
解
体
と
自
他
認
識
の
変
容
―
一
八
世
紀
末
期
〜
一
九
世
紀
初
頭

期
を
中
心
に
」『
自
他
認
識
の
思
想
史
』
有
志
舎
、
二
○
○
八
。

荒
野
泰
典
「
近
世
的
世
界
の
成
熟
」『
日
本
の
対
外
関
係
・
六
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一

○
。

李
豪
潤
「
一
六
世
紀
朝
鮮
知
識
人
の
『
中
国
』
認
識
―
許

の
『
朝
天
記
』
を
中
心
に
」

『
コ
リ
ア
研
究
』
二
号
、
二
○
一
一
。

（
ソ
ウ
ル
基
督
大
学
校
助
教
授
）


